
区分支給限度基準額の改正及び介護保険被保険者証の取り扱いについて 

 

消費税率１０％への引上げに伴い、令和元年１０月より介護報酬の改定が行われ、居宅介護サービス費等

区分支給限度基準額及び介護予防サービス費等区分支給限度基準額も変更となります。 

 

１ 居宅介護（介護予防）サービス費等 区分支給限度基準額 

 

要介護度 改正前（令和元年９月３０日まで） 改正後（令和元年１０月1日から） 

要支援１ ５，００３単位 ５，０３２単位 

要支援２ １０，４７３単位 １０，５３１単位 

要介護１ １６，６９２単位 １６，７６５単位 

要介護２ １９，６１６単位 １９，７０５単位 

要介護３ ２６，９３１単位 ２７，０４８単位 

要介護４ ３０，８０６単位 ３０，９３８単位 

要介護５ ３６，０６５単位 3６，２１７単位 

 

２ 介護保険被保険者証の取り扱いについて 

 

要介護（要支援）認定を受けている人の介護保険被保険者証には要介護度に応じた区分支給限度基準額が

記載されていますが、今回の改正による介護保険被保険者証の訂正は行いませんので、次のとおり読み替え

ていただきますようお願いします。 

 

（１） 交付年月日が令和元年９月３０日以前の介護保険被保険者証の場合 

  改正前の区分支給限度基準額が記載されます。 

  令和元年１０月１日以降のサービス利用分から、改正後の区分支給限度基準額に読み替えてご  

  利用ください。 

 

（２） 交付年月日が令和元年１０月１日以降の介護保険被保険者証の場合 

  改正後の区分支給限度基準額が記載されます。 

   新規申請等で認定の有効期間が令和元年９月３０日以前から開始の場合、令和元年９月３０日 

までのサービス利用分については、改正前の区分支給限度基準額に読み替えてご利用ください。 

 

 

【問い合わせ】  恵庭市保健福祉部介護福祉課介護保険担当  

 ＴＥＬ0123-33-3131（内線1228・1229） 

 


